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七～八世紀の貨幣鋳造機関（竹内）

【
史
料
一
】『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
十
二
年
（
六
八
三
）
四
月
壬
申
条

詔
曰
、
自
レ

今
以
後
、
必
用
二

銅
銭
一

、
莫
レ

用
二

銀
銭
一

。

こ
こ
に
見
え
る
「
銅
銭
」
が
富
本
銭
を
指
し
、
そ
の
鋳
造
が
飛
鳥
池
遺
跡
南

地
区
の
工
房
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る（

３
）

。
一
方
、
こ
の

工
房
が
ど
の
よ
う
な
名
称
・
性
格
の
機
関
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
の
か
に

つ
い
て
は
今
な
お
議
論
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が（

４
）

、
詔
に
よ
っ
て
小
刀
や

針
な
ど
が
生
産
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
木
簡
が
同
工
房
跡
か
ら
出
土
し
て
お
り（

５
）

、

天
皇
の
意
志
を
直
接
受
け
て
製
品
を
生
産
す
る（
家
産
官
司
制
的
）機
関（

６
）

で
あ
っ

た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
の
当
時
、
貨
幣
鋳
造
を
専
業
と
す
る
機
関
が
単
立

官
司
と
し
て
存
在
し
た
か
ど
う
か
は
明
証
が
な
く
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
も

の
の
、
天
皇
に
よ
る
貨
幣
発
行
意
志
の
発
現
が
貨
幣
生
産
の
大
前
提
で
あ
る
こ

と
は
、
後
続
の
貨
幣
鋳
造
機
関
に
も
受
け
継
が
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

貨
幣
鋳
造
を
専
業
と
し
た
官
司
で
あ
る
鋳
銭
司
の
名
称
は
、
史
料
で
は
持
統

朝
・
文
武
朝
に
確
認
で
き
る
。

【
史
料
二
】『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
八
年
（
六
九
四
）
三
月
乙
酉
条

以
二

直
広
肆
大
宅
朝
臣
麻
呂
、
勤
大
弐
台
忌
寸
八
島
、
黄
書
連
本
実
等
一

拝
二

鋳
銭
司
一

。

本
稿
の
目
的

富
本
銭
に
始
ま
る
日
本
古
代
の
鋳
造
貨
幣
は
、国
家
が
設
け
た
公
的
機
関（
官

司
）
が
生
産
し
た
官
鋳
銭
で
あ
る
。
文
献
史
料
に
は
「
鋳
銭
司
」（
じ
ゅ
せ
ん

し
、
ち
ゅ
う
せ
ん
し
）
等
と
称
す
る
貨
幣
鋳
造
機
関
の
存
在
が
記
録
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
成
果
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き

た
。
現
段
階
で
は
栄
原
永
遠
男
氏
に
よ
る
一
連
の
研
究
が
広
く
受
容
さ
れ
て
お

り（
１
）

、
近
年
で
は
仁
藤
敦
史
氏
が
官
司
の
格
付
や
定
員
の
分
析
か
ら
さ
ら
に
検
討

を
重
ね
て
い
る（

２
）

。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
文
献
史
料
に
基
づ
く
研
究
を
継
承
し
つ
つ
、

近
年
進
展
著
し
い
発
掘
調
査
に
よ
る
出
土
資
料
に
基
づ
く
成
果
を
加
え
る
こ
と

で
、
七
〜
八
世
紀
の
貨
幣
鋳
造
機
関
の
変
遷
を
通
覧
し
た
い
。

一
　
七
世
紀
の
貨
幣
鋳
造
機
関

古
代
日
本
国
家
に
よ
る
貨
幣
発
行
は
、
天
武
天
皇
十
二
年
の
詔
が
史
料
上
の

初
出
事
例
と
な
る
。

七
〜
八
世
紀
の
貨
幣
鋳
造
機
関

 

竹
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亮
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位
が
直
広
肆
（
後
の
従
五
位
下
に
相
当
）
な
の
に
対
し
、
史
料
三
で
は
長
官
の

中
臣
朝
臣
意
美
麻
呂
は
直
大
肆
（
従
五
位
上
相
当
）
と
一
階
高
く
、
文
武
朝
に

は
鋳
銭
司
長
官
の
相
当
位
が
上
昇
し
た
と
み
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
七
世
紀
の
貨
幣
鋳
造
機
関
は
、
臨
時
的
な
機
関
か
ら
恒
常
的

な
官
司
へ
と
段
階
的
に
成
長
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
　
八
世
紀
の
貨
幣
鋳
造
機
関
（
一
）
和
銅
年
間

和
銅
元
年
正
月
、
祥
瑞
と
し
て
の
和
銅
が
武
蔵
国
秩
父
郡
か
ら
献
上
さ
れ
た

こ
と
を
理
由
と
し
て
、
元
明
天
皇
は
和
銅
改
元
を
実
施
し
た）

12
（

。
続
い
て
同
年
二

月
に
は
、
催
鋳
銭
司
の
官
人
が
任
命
さ
れ
た
。

【
史
料
四
】『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
二
月
甲
戌
条

始
置
二

催
鋳
銭
司
一

、
以
二

従
五
位
上
多
治
比
真
人
三
宅
麻
呂
一

任
レ

之
。

当
時
、
近
江
国
・
大
宰
府
・
播
磨
国
な
ど
が
銅
銭
を
鋳
造
し
て
献
上
し
た
と

す
る
史
料
が
あ
り）

13
（

、
催
鋳
銭
司
は
そ
の
名
称
の
と
お
り
大
宰
府
や
国
司
が
行
う

鋳
銭
事
業）

14
（

を
監
督
し
催
促
す
る
官
司
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
頃
に
は
河

内
鋳
銭
司
と
称
す
る
貨
幣
鋳
造
官
司
が
存
在
し
た
こ
と
が
次
の
史
料
か
ら
知
ら

れ
る
。

【
史
料
三
】『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
三
年
（
六
九
九
）
十
二
月
庚
子
条

始
置
二

鋳
銭
司
一

、
以
二

直
大
肆
中
臣
朝
臣
意
美
麻
呂
一

為
二

長
官
一

。

史
料
三
に
「
始
置
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
持
統
朝
の
鋳
銭
司
が
一
旦
廃
止
さ

れ
た
後
に
文
武
朝
で
再
置
さ
れ
た
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
天
皇
の
代
ご
と
に
鋳

銭
司
官
人
を
新
た
に
任
命
す
る
点
に
主
眼
が
あ
っ
た
と
す
る
吉
原
啓
氏
の
見
解

が
妥
当
で
あ
ろ
う（

７
）

。
つ
ま
り
天
武
・
持
統
・
文
武
の
各
天
皇
は
各
々
に
貨
幣
発

行
意
志
を
発
現
し
、
そ
の
意
志
を
受
け
て
遅
く
と
も
持
統
天
皇
八
年
ま
で
に
は

貨
幣
生
産
実
務
を
専
当
す
る
単
立
官
司
と
し
て
の
鋳
銭
司
が
成
立
、
文
武
朝
で

も
官
司
と
し
て
再
認
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

天
武
天
皇
の
詔
を
受
け
て
富
本
銭
を
鋳
造
し
た
飛
鳥
池
遺
跡
南
地
区
の
工
房

は
、
持
統
朝
ま
で
製
品
生
産
を
続
け
て
い
た
と
さ
れ
る（

８
）

。
一
方
、
藤
原
宮
大
極

殿
院
南
門
付
近
の
地
鎮
遺
構
か
ら
出
土
し
た
富
本
銭
が
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
品
と

異
な
る
意
匠
で
あ
る
こ
と
か
ら（

９
）

、
持
統
天
皇
八
年
十
二
月
の
藤
原
遷
都
を
前
に

新
意
匠
の
富
本
銭
を
鋳
造
す
る
機
関
と
し
て
史
料
二
の
鋳
銭
司
が
発
足
し
た
可

能
性
が
松
村
恵
司
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る）

10
（

。
史
料
二
に
見
え
る
黄
書
連
本

実
が
画
師
と
し
て
富
本
銭
の
意
匠
作
成
に
天
武
朝
か
ら
関
与
し
た
可
能
性
が
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と）

11
（

、
本
実
は
飛
鳥
池
遺
跡
の
鋳
銭
工
房
か
ら
引
き
続
い

て
持
統
朝
の
鋳
銭
司
に
任
命
（
再
任
）
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
飛

鳥
池
遺
跡
の
鋳
銭
工
房
と
持
統
朝
の
鋳
銭
司
は
、
組
織
と
し
て
の
連
続
性
を
有

し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
史
料
二
で
は
筆
頭
の
大
宅
朝
臣
麻
呂
の
冠
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こ
の
銀
銭
廃
止
に
伴
っ
て
河
内
鋳
銭
司
の
准
寮
措
置
が
な
さ
れ
た
こ
と
や
、
こ

の
頃
の
銅
銭
鋳
造
が
大
宰
府
・
諸
国
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
み
て
、

和
銅
二
年
八
月
ま
で
の
河
内
鋳
銭
司
は
主
に
銀
銭
の
鋳
造
を
担
当
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
准
寮
措
置
は
、
銀
銭
か
ら
銅
銭
へ
の
製
品
変
更
に
伴
う
河
内
鋳
銭
司

の
組
織
強
化
策
で
あ
ろ
う
。

三
　
八
世
紀
の
貨
幣
鋳
造
機
関
（
二
）
神
亀
〜
天
平
年
間
前
後

和
同
開
珎
発
行
か
ら
十
数
年
を
経
た
神
亀
年
間
に
は
、
鋳
銭
寮
と
い
う
官
司

の
存
在
が
知
ら
れ
る
。

【
史
料
六
】
神
亀
三
年
（
七
二
六
）「
山
背
国
愛
宕
郡
出
雲
郷
雲
下
里
計
帳）

18
（

」

戸
主
出
雲
臣
大
海
戸
（
中
略
）

　

今
年
計
帳
定
見
良
大
小
口
玖
人
〈
男
三
、
女
六
〉

　
　

不
課
口
捌
人
〈
旧
〉

　
　
　
　

男
弐
人
〈
民
領
一
、
使
部
一
〉（
中
略
）

　

戸
主
出
雲
臣
大
海
（
中
略
）
鋳
銭
寮
使
部
（
中
略
）

　
　
　
　

兄
少
初
位
上
出
雲
臣
置
見
（
中
略
）
鋳
銭
寮
史
生
（
後
略
）

仁
藤
説
に
よ
る
と
、
鋳
銭
寮
は
河
内
鋳
銭
司
（
准
寮
）
を
兼
帯
し
た
催
鋳
銭

司
の
後
身
官
司
と
し
て
、
各
地
の
貨
幣
鋳
造
を
統
括
す
る
機
能
を
担
っ
て
い
た

【
史
料
五
】『
続
日
本
紀
』
和
銅
二
年
（
七
〇
九
）
八
月
乙
酉
条

廃
二

銀
銭
一

、
一
行
二

銅
銭
一

。
太
政
官
処
分
、
河
内
鋳
銭
司
官
属
、
賜
禄
・

考
選
、
一
准
レ

寮
焉
。

和
銅
二
年
に
官
属
（
所
属
職
員
）
の
処
遇
を
寮
に
准
ず
る
と
さ
れ
た
河
内
鋳

銭
司
は
、
大
寮
な
ら
ば
長
官
の
相
当
位
が
従
五
位
上
と
な
り
、
文
武
朝
の
鋳
銭

司
長
官
（
史
料
三
）、
催
鋳
銭
司
長
官
（
史
料
四
）、
さ
ら
に
大
国
で
あ
る
河
内

国
守
と
も
全
く
の
同
格
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
官
司
間
に
統
属
関
係
は
な
く
、
文

武
朝
の
鋳
銭
司
を
改
称
し
た
催
鋳
銭
司
が
河
内
鋳
銭
司
を
兼
帯
し
た
可
能
性
が

仁
藤
説
で
示
さ
れ
て
い
る）

15
（

。
河
内
の
貨
幣
鋳
造
機
関
は
後
に
も
別
格
の
扱
い
を

受
け
た
と
み
ら
れ
（
後
述
）、
監
督
官
司
の
催
鋳
銭
司
が
鋳
銭
現
業
機
関
の
河

内
鋳
銭
司
を
兼
帯
し
た
と
す
る
仁
藤
説
は
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
長
官
が
兼

任
で
あ
っ
た
と
し
て
も
官
庁
の
場
所
が
同
一
地
と
は
限
ら
ず
、
催
鋳
銭
司
の
立

地
に
つ
い
て
は
京
官
の
可
能
性
も
含
め
て
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

周
知
の
よ
う
に
和
同
開
珎
に
は
銀
銭
と
銅
銭
が
存
在
し
、
銀
銭
は
和
銅
元
年

五
月
、
銅
銭
は
同
年
八
月
か
ら
通
用
が
開
始
さ
れ
た）

16
（

。
和
同
開
珎
銀
銭
の
発
行

目
的
は
、
称
量
貨
幣
（
素
材
の
重
量
を
価
値
基
準
と
す
る
貨
幣
）
と
し
て
そ
れ

ま
で
普
及
し
て
い
た
無
文
銀
銭
（
な
い
し
は
銀
地
金
）
を
、
名
目
貨
幣
（
素
材

を
基
準
と
せ
ず
価
値
が
公
定
さ
れ
る
貨
幣
）
で
あ
る
鋳
造
銭
へ
と
置
き
換
え
る

た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

17
（

。
よ
っ
て
あ
る
程
度
の
銀
が
回
収
で
き
た
と
見
な
さ

れ
た
時
点
で
、
和
同
開
珎
銀
銭
は
早
々
に
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
史
料
五
）。
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【
史
料
八
】
天
平
四
年
以
前
「
播
磨
国
郡
稲
帳）

21
（

」

依
病
向
京
鋳
銭
司
史
生
無
位
八
戸
史
広
足
（
中
略
）

上
長
門
国
鋳
銭
司
主
典
従
七
位
下
大
宅
首
佐
波
（
中
略
）

又
鋳
銭
司
民
領
少
初
位
上
贄
土
師
連
忍
勝
（
中
略
）

鋳
銭
司
民
領
少
初
位
下
高
安
主
村
三
事
（
中
略
）

鋳
銭
司
判
官
従
七
位
下
薗
田
首
八
嶋
（
中
略
）

鋳
銭
司
□
（
後
略
）

こ
れ
は
公
務
に
よ
っ
て
山
陽
道
を
通
過
し
播
磨
国
か
ら
食
米
と
酒
を
供
給
さ

れ
た
官
人
の
一
覧
で
、
鋳
銭
司
の
判
官
・
主
典
・
史
生
・
民
領
の
通
行
が
確

認
で
き
る
。「
向
京
」「
上
長
門
国
（
長
門
国
ヨ
リ
上
ル
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

栄
原
説
に
よ
る
と
こ
れ
ら
の
鋳
銭
司
官
人
は
史
料
七
に
見
え
る
「
長
門
鋳
銭
」

に
関
与
し
て
畿
内
〜
長
門
間
を
往
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
天
平

年
間
の
地
方
で
の
貨
幣
生
産
は
、
和
銅
年
間
の
よ
う
に
諸
国
が
分
担
し
た
の
で

は
な
く
、
鋳
銭
司
が
担
当
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

長
門
に
お
け
る
鋳
銭
工
房
は
、
山
口
県
下
関
市
長
府
の
覚
苑
寺
付
近
で
和
同

開
珎
の
銭
笵
（
鋳
型
）
を
は
じ
め
と
す
る
鋳
銅
関
連
遺
物
が
出
土
す
る
こ
と
か

ら
、
長
門
国
府
の
隣
接
地
に
立
地
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る）

22
（

。
同
地
か
ら
は

近
年
の
発
掘
調
査
で
次
の
よ
う
な
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

と
さ
れ
る
。
一
方
で
後
掲
の
鋳
銭
司
関
連
史
料
で
も
確
認
で
き
る
職
員
が
所
属

し
て
い
る
こ
と
か
ら）

19
（

、
貨
幣
鋳
造
の
現
業
部
門
を
有
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
鋳
銭
寮
―
付
属
鋳
銭
工
房
の
関
係
を
催
鋳
銭
司
―
河
内
鋳
銭
司
の
関
係
の

継
承
と
み
る
仁
藤
説
で
は
、
鋳
銭
寮
の
所
在
地
を
河
内
と
想
定
し
て
い
る
。
し

か
し
、
平
城
京
左
京
三
条
四
坊
七
坪
に
和
同
開
珎
の
種
銭
（
通
用
銭
の
鋳
型
を

作
る
た
め
の
一
回
り
大
き
い
銭
）
を
鋳
造
す
る
工
房
が
あ
り
、
そ
の
運
営
官
司

が
鋳
銭
寮
で
あ
っ
た
と
す
る
松
村
恵
司
氏
の
推
察
が
当
を
得
て
い
る
と
み
ら
れ

る
の
で）

20
（

、
鋳
銭
寮
は
京
官
と
考
え
ら
れ
る
。
時
期
は
不
明
だ
が
催
鋳
銭
司
を
筆

頭
と
す
る
鋳
銭
体
制
は
終
息
し
、
種
銭
供
給
機
能
を
含
む
鋳
銭
事
業
統
括
機
関

と
し
て
神
亀
年
間
ま
で
に
鋳
銭
寮
が
平
城
京
に
置
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
和
銅
年
間
に
は
大
宰
府
や
諸
国
司
が
担
っ
て
い
た
地
方
で
の
貨
幣
生

産
は
、
こ
の
頃
に
は
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

【
史
料
七
】『
続
日
本
紀
』
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
三
月
丁
酉
条

周
防
国
熊
毛
郡
牛
島
西
汀
、
吉
敷
郡
達
理
山
所
レ

出
銅
、
試
加
二

冶
練
一

、
並

堪
レ

為
レ

用
。
便
令
二

当
国
採
冶
一

、
以
充
二

長
門
鋳
銭
一

。

こ
の
史
料
に
は
周
防
国
内
で
産
出
し
た
銅
を
同
国
司
に
命
じ
て
採
掘
・
製
錬

さ
せ
、
隣
国
の
長
門
に
お
け
る
銅
銭
鋳
造
の
原
料
に
し
た
と
あ
る
。
長
門
で
の

鋳
銭
を
担
当
し
た
機
関
に
つ
い
て
は
、
次
の
史
料
が
参
考
と
な
る
。
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史
料
八
に
見
え
る
の
は
い
ず
れ
も
「
鋳
銭
司
」
で
あ
っ
て
、
地
名
を
冠
す
る
官

司
名
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
先
述
の
種
銭
鋳
造
工
房
以
外

に
も
平
城
・
難
波
京
域
の
複
数
箇
所
で
和
同
開
珎
の
鋳
銭
工
房
跡
が
見
つ
か
っ

て
お
り）

27
（

、
長
門
を
含
む
複
数
箇
所
に
所
在
し
た
鋳
銭
工
房
を
、
一
つ
の
鋳
銭
司

が
運
営
し
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
は
、
各
地
の
鋳
銭
工
房
の
実
態
解
明
で
あ
る
。
平
城
・
難
波
京

域
の
鋳
銭
工
房
の
性
格
に
つ
い
て
は
発
掘
成
果
の
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
下
関
市
の
長
門
鋳
銭
所
跡
で
は
史
料
九
以
外
に
も
多
数
の
木
簡

が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
公
表
を
待
っ
て
検
討
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

四
　
八
世
紀
の
貨
幣
鋳
造
機
関
（
三
）
天
平
〜
宝
亀
年
間

以
上
の
よ
う
に
銅
銭
需
要
増
大
に
応
じ
た
銅
山
開
発
と
貨
幣
鋳
造
機
関
の
強

化
が
天
平
初
年
ま
で
に
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
政
策
は
天
平
中
頃
に
至
っ
て
さ
ら

に
増
強
さ
れ
た
。

【
史
料
一
〇
】『
続
日
本
紀
』
天
平
七
年
（
七
三
五
）
閏
十
一
月
庚
子
条

更
置
二

鋳
銭
司
一

。

【
史
料
一
一
】『
続
日
本
紀
』
天
平
九
年
（
七
三
七
）
十
一
月
甲
戌
条

【
史
料
九
】
長
門
鋳
銭
所
跡
出
土
木
簡）

23
（

天
平
二
年
五
月
四
日
主
典
□〔
錦
ヵ
〕部
連
万
呂

こ
の
木
簡
は
、
史
料
七
と
同
じ
天
平
二
年
の
年
紀
を
有
し
、
史
料
八
に
も
見

え
る
「
主
典
」
が
署
名
し
て
お
り
、
同
地
の
貨
幣
鋳
造
遺
跡
が
史
料
七
・
八
の

記
す
天
平
年
間
の
鋳
銭
工
房
に
該
当
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

和
銅
年
間
以
降
、
国
家
は
貨
幣
流
通
促
進
の
た
め
の
政
策
を
様
々
に
実
施
し
、

養
老
六
年
（
七
二
二
）
に
は
銅
銭
の
公
定
価
値
切
り
下
げ
（
実
勢
価
値
へ
の
修

正
）
と
調
銭
輸
納
範
囲
の
拡
大
が
行
わ
れ
た）

24
（

。
こ
れ
に
よ
り
養
老
〜
神
亀
年
間

頃
に
は
貨
幣
の
流
通
量
が
増
大
し
て
銅
銭
の
需
要
が
高
ま
り）

25
（

、
原
料
銅
を
確
保

す
る
た
め
の
銅
山
開
発
が
実
施
さ
れ
た
。
史
料
七
の
周
防
の
事
例
も
そ
の
一
端

で
あ
る
。
ま
た
、
古
代
の
長
門
国
美
祢
郡
に
当
た
る
山
口
県
美
祢
市
の
長
登

銅
山
跡
で
は
奈
良
時
代
の
大
規
模
な
銅
採
掘
・
製
錬
遺
跡
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、

こ
こ
か
ら
大
量
に
出
土
し
た
木
簡
に
よ
り
当
地
に
は
長
門
国
司
の
運
営
す
る
官

営
銅
山
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る）

26
（

。
木
簡
の
年
紀
か
ら
み
て
長
登
銅

山
は
遅
く
と
も
神
亀
年
間
に
は
稼
働
し
て
お
り
、
上
述
の
銅
銭
需
要
拡
大
期
と

合
致
す
る
。
こ
の
よ
う
な
長
門
一
帯
の
銅
山
開
発
を
主
要
因
と
し
て
、
長
門
で

の
鋳
銭
事
業
が
開
始
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
長
門
の
鋳
銭
工
房
を
単
立
の
官
司
と
認
定
し
て
よ
い
か
ど
う

か
は
問
題
が
残
る
。
史
料
七
の
「
充
長
門
鋳
銭
」
は
「
長
門
ノ
鋳
銭
ニ
充
ツ
」

で
あ
り
、
官
司
名
を
直
接
記
し
て
は
い
な
い
。
ま
た
栄
原
氏
も
述
べ
る
よ
う
に
、
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伴
っ
た
こ
と
は
、
長
門
に
お
け
る
銅
山
開
発
と
鋳
銭
工
房
設
置
が
一
連
の
事
業

で
あ
る
こ
と
と
通
じ
、
銅
産
地
の
近
く
に
貨
幣
生
産
拠
点
を
置
く
と
い
う
天
平

前
後
の
政
策
の
反
映
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
天
平
七
年
増
設
の
鋳
銭
司
が
岡
田

に
置
か
れ
た
と
み
る
際
に
は
重
要
な
点
で
あ
る
。

岡
田
の
鋳
銭
工
房
は
、
京
都
府
木
津
川
市
の
銭
司
遺
跡
が
そ
れ
に
該
当
す
る

と
さ
れ
る）

29
（

。
同
遺
跡
か
ら
は
坩
堝
・
羽
口
・
銅
滓
な
ど
の
鋳
銅
関
係
遺
物
が
出

土
し
、
採
集
品
で
は
あ
る
が
和
同
開
珎
銅
銭
の
分
布
も
知
ら
れ
て
い
る
。
栄
原

説
で
は
、
岡
田
の
地
で
民
間
の
鋳
物
師
が
奈
良
時
代
後
期
に
活
動
し
て
い
た
こ

と
を
示
す
文
書
の
存
在
や
、
同
地
の
近
隣
に
当
た
る
泉
狛
村
で
鋳
型
用
の
粘
土

が
産
出
す
る
こ
と
な
ど
も
挙
げ
、
天
平
七
年
増
設
の
鋳
銭
司
を
岡
田
に
比
定
し

て
い
る
。

②
田
原
鋳
銭
司

一
方
、
仁
藤
説
で
は
こ
の
増
設
鋳
銭
司
が
田
原
の
地
に
置
か
れ
た
と
す
る
。

田
原
鋳
銭
司
の
存
在
は
以
下
の
史
料
に
よ
り
確
認
で
き
る
。

【
史
料
一
四
】『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）
十
二
月
乙
酉
条

従
五
位
上
阿
倍
朝
臣
三
県
為
二

田
原
鋳
銭
長
官
一

、
刑
部
大
輔
如
レ

故
。

【
史
料
一
五
】『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
五
月
甲
子
条

授
二

鋳
銭
長
官
従
五
位
下
阿
倍
朝
臣
清
成
従
五
位
上
、
次
官
正
六
位
上
多
治

比
真
人
乙
安
従
五
位
下
一

。
以
二

勤
公
一

也
。

加
二

置
鋳
銭
司
史
生
六
員
一

、
通
レ

前
十
六
員
。

「
更
に
置
く
」
と
い
う
表
現
や
史
生
増
員
か
ら
、
天
平
七
年
に
新
た
に
鋳
銭

司
が
増
設
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
増
設
鋳
銭
司
の
立
地
に
つ
い
て
は
二

箇
所
の
候
補
地
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
以
下
で
検
証
し
て
み
た
い
。

①
岡
田
の
鋳
銭
工
房

九
世
紀
の
史
料
に
は
、
以
下
の
と
お
り
山
城
国
相
楽
郡
岡
田
郷
に
鋳
銭
司
が

存
在
し
た
こ
と
を
示
す
記
述
が
存
在
す
る
。

【
史
料
一
二
】『
類
聚
三
代
格
』
巻
四　

天
長
四
年
（
八
二
七
）
七
月
三
日

太
政
官
符

　

応
下

省
二

史
生
一
員
一

置
中

医
師
上

事

右
、
得
二

鋳
銭
司
解
一

、
検
二

案
内
一

、
此
司
在
二

岡
田
一

之
日
、
典
薬
医
師

一
人
別
置
二

司
家
一

。（
後
略
）

【
史
料
一
三
】『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
七
年
（
八
六
五
）
九
月
廿
六
日
条

勅
二

木
工
寮
一

、
採
二

銅
於
山
城
国
相
楽
郡
岡
田
郷
旧
鋳
銭
司
山）

28
（

一

。

史
料
一
二
か
ら
は
天
長
四
年
時
点
で
周
防
に
所
在
し
た
鋳
銭
司
が
か
つ
て
岡

田
の
地
に
あ
っ
た
こ
と
、
史
料
一
三
か
ら
は
そ
の
地
が
山
城
国
相
楽
郡
岡
田
郷

に
あ
っ
て
銅
山
が
付
属
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
地
の
鋳
銭
司
が
銅
山
を
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仕
丁
某
」
の
よ
う
な
貫
緡
担
当
者
名
の
記
載
が
あ
り
、
史
料
一
七
の
書
式
と
類

似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
千
文
貫
の
緡
銭
に
仕
立
て
ら
れ
た
万
年
通
宝
・
神

功
開
宝
の
生
産
工
房
を
田
原
鋳
銭
司
に
比
定
し
て
い
る
。

こ
の
松
村
説
に
従
う
と
、
田
原
鋳
銭
司
は
万
年
通
宝
を
鋳
造
す
る
た
め
に
発

足
し
た
官
司
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
万
年
通
宝
は
和
同
開
珎
の
十
倍
、
続
く

神
功
開
宝
も
こ
れ
と
同
じ
公
定
価
値
を
与
え
ら
れ
、
こ
の
両
銭
は
旧
銭
の
和
同

開
珎
に
対
し
て
新
銭
と
呼
ば
れ
た）

32
（

。
こ
れ
ら
の
新
銭
が
発
行
さ
れ
た
後
も
旧
銭

は
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
の
停
止
ま
で
現
行
通
貨
と
し
て
通
用
し
て
お
り）

33
（

、
和

同
開
珎
の
生
産
は
継
続
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
田
原
鋳
銭
司
が
新
銭
、
既
存

の
鋳
銭
司
が
旧
銭
を
生
産
し
た
と
す
れ
ば
、
両
官
司
が
神
護
景
雲
年
間
に
併
存

し
て
い
た
こ
と
を
う
ま
く
説
明
で
き
る
。

以
上
に
よ
り
、
天
平
七
年
増
設
の
鋳
銭
司
は
田
原
で
は
な
く
岡
田
に
置
か
れ
、

和
同
開
珎
の
鋳
造
に
従
事
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
た
だ
し
、
史
料
一
一
は
増

員
を
含
む
史
生
全
員
が
単
一
官
司
の
「
鋳
銭
司
」
に
所
属
し
て
い
る
よ
う
に
読

め
る
の
で
、
増
設
さ
れ
た
岡
田
の
工
房
を
含
む
各
地
の
鋳
銭
工
房
が
一
つ
の
鋳

銭
司
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
さ
ら
に

天
平
宝
字
年
間
に
は
新
銭
を
鋳
造
す
る
た
め
の
田
原
鋳
銭
司
が
別
官
司
と
し
て

新
た
に
発
足
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
田
原
鋳
銭
司
の
立
地
に
つ
い
て
は
、
天
平
宝
字
四
年
（
七
六
〇
）
造
金

堂
所
解）

34
（

に
見
え
る
「
登
美
銭
司
村
」（
奈
良
市
富
雄
付
近
）
に
隣
接
す
る
奈
良

県
生
駒
市
北
田
原
・
南
田
原
か
ら
大
阪
府
四
條
畷
市
上
田
原
・
下
田
原
の
一
帯

【
史
料
一
六
】『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
三
月
戊
寅
条

右
中
弁
従
五
位
上
阿
倍
朝
臣
清
成
為
二

兼
田
原
鋳
銭
長
官
一

。

神
護
景
雲
二
年
に
鋳
銭
長
官
で
あ
っ
た
阿
倍
朝
臣
清
成
が
翌
年
に
田
原
鋳
銭

長
官
を
兼
任
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鋳
銭
司
（
地
名
を
冠
し
な
い
）
と
田
原
鋳

銭
司
は
別
個
の
官
司
と
し
て
同
時
併
存
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
次
の

よ
う
な
木
簡
が
存
在
す
る
。

【
史
料
一
七
】
平
城
宮
跡
（
南
面
西
門
付
近
）
出
土
木
簡）

30
（

・
田
原
銭
五
千
文

・
計
紀
朝
臣
□〔
人
ヵ
〕主

こ
れ
は
田
原
鋳
銭
司
で
生
産
さ
れ
た
一
千
文
の
緡
銭
五
貫
に
付
け
ら
れ
た
付

札
木
簡
で
、「
計
」
以
下
は
田
原
鋳
銭
司
の
職
員
が
銭
五
千
文
を
計
数
し
た
こ

と
の
証
明
で
あ
る
。
近
年
、
平
城
宮
跡
の
東
方
官
衙
地
区
な
ど
か
ら
「
銭
一
千

文
」
の
記
載
が
あ
る
付
札
木
簡
が
複
数
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
年
紀
が
天
平
宝

字
六
年
（
七
六
二
）
か
ら
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
ま
で
の
九
年
間
に
ま
と
ま
る

こ
と
か
ら
、松
村
恵
司
氏
は
こ
れ
ら
の
木
簡
に
見
え
る
銭
を
天
平
宝
字
四
年（
七

六
〇
）
初
鋳
の
万
年
通
宝
、
お
よ
び
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
初
鋳
の
神
功

開
宝
と
み
る）

31
（

。
さ
ら
に
、こ
れ
ら
の
銭
一
千
文
付
札
木
簡
に
は「
貫
民
領
某
」「
貫
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雑
色
匠
手
、
随
二

其
才
幹
一

、
隷
二

於
木
工
内
蔵
等
寮
一

。
余
者
各
配
二

本
司
一

。

【
史
料
一
九
】『
続
日
本
紀
』
延
暦
九
年
（
七
九
〇
）
十
月
甲
午
条

復
置
二

鋳
銭
司
一

。

史
料
一
八
で
廃
止
の
対
象
と
さ
れ
た
造
宮
省
・
勅
旨
省
・
造
法
華
寺
司
は
い

ず
れ
も
称
徳
天
皇
に
縁
の
深
い
官
司
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
廃
止
さ
れ
た

鋳
銭
司
は
田
原
鋳
銭
司
で
、
称
徳
朝
の
新
銭
で
あ
る
神
功
開
宝
の
生
産
停
止
に

主
眼
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）
以
降
は
旧
銭
と
新
銭

が
同
価
で
併
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り）

36
（

、
神
功
開
宝
を
生
産
す
る
意
義
は
こ
の
頃

に
は
既
に
失
わ
れ
て
い
た
。
和
同
開
珎
を
生
産
し
て
い
た
聖
武
朝
以
来
の
（
地

名
を
冠
し
な
い
）
鋳
銭
司
は
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
の
旧
銭
停
止
に
伴
っ
て
既

に
廃
止
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
延
暦
元
年
以
降
は
貨
幣
を
新
た
に

発
行
せ
ず
、
流
通
し
て
い
る
旧
銭
・
新
銭
を
活
用
す
る
政
策
が
と
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。

一
方
、
史
料
一
九
で
復
置
さ
れ
た
鋳
銭
司
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
新
た
に
発

行
さ
れ
た
貨
幣
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
復
置
の
意
義
は

不
詳
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
桓
武
朝
に
新
た
な
意
匠
で
発
行
さ
れ

た
和
同
開
珎
の
存
在
が
永
井
久
美
男
氏
に
よ
っ
て
示
さ
れ）

37
（

、
そ
の
意
義
を
再
検

討
す
る
余
地
が
生
じ
て
き
た
。
こ
の
新
意
匠
の
和
同
開
珎
は
古
銭
界
で
「
跳
和

同
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
も
の
で
、「
和
」
の
第
三
画
、「
同
」
の
第
二
画
、「
開
」

と
み
る
栄
原
説
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
田
原
の
地
は
現
在
で
は
二
府
県
に
分

か
れ
て
い
る
が
、生
駒
市
俵
口
町
の
長
福
寺
で
近
年
見
つ
か
っ
た
永
仁
六
年（
一

二
九
八
）
長
福
寺
料
田
目
録
に
「
交
野
郡
田
原
西
郷
」「
同
郡
田
原
東
郷
」
と

い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら）

35
（

、
古
代
に
は
河
内
国
交
野
郡
田
原
郷
と
い
う

一
体
の
地
域
で
あ
っ
た
の
が
、
中
世
に
東
西
二
郷
へ
分
か
れ
、
近
世
に
は
東
郷

が
大
和
国
に
属
す
と
い
う
変
遷
を
辿
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
田
原
鋳
銭
司
の
所
在

国
が
河
内
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
そ
の
前
身
は
和
銅
年
間
の
河
内
鋳
銭
司
に
ま

で
遡
る
可
能
性
も
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
初
期
の
河
内
鋳
銭
司
で
は
銀
銭
を
鋳

造
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
河
内
の
貨
幣
鋳
造
機
関
に
は
高
額
通
貨
の
生
産
な
ど

特
別
な
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
、
田
原
一
帯
で
の

考
古
学
的
発
見
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
　
八
世
紀
の
貨
幣
鋳
造
機
関
（
四
）
延
暦
年
間

桓
武
朝
に
は
、
次
の
と
お
り
鋳
銭
司
の
廃
止
と
復
置
が
実
施
さ
れ
た
。

【
史
料
一
八
】『
続
日
本
紀
』
延
暦
元
年
（
七
八
二
）
四
月
癸
亥
条

詔
曰
、
朕
君
二

臨
区
宇
一

、
撫
二

育
生
民
一

、
公
私
彫
弊
、
情
実
憂
之
。
方
欲
下

屏
二

此
興
作
一

、
務
二

茲
稼
穡
一

、
政
遵
二

倹
約
一

、
財
盈
中

倉
廩
上

。
今
者
宮
室

堪
レ

居
、
服
翫
足
レ

用
、
仏
廟
云
畢
、
銭
価
既
賎
。
宜
下

且
罷
二

造
宮
勅
旨
二
省
、

法
花
鋳
銭
両
司
一

、
以
充
二

府
庫
之
宝
一

、
以
崇
中

簡
易
之
化
上

。
但
造
宮
勅
旨
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七～八世紀の貨幣鋳造機関（竹内）

貨
流
通
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
三
年
）
初
出
一
九
七
七
・
一
九
七
九
年
、「
鋳

銭
司
の
組
織
と
生
産
体
制
」（『
日
本
古
代
銭
貨
研
究
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
一
年
）

初
出
二
〇
〇
三
年
。
以
下
、
栄
原
説
と
略
す
。

（
2
）
仁
藤
敦
史
「
官
制
か
ら
み
た
銭
貨
鋳
造
官
司
の
変
遷
に
つ
い
て
」（『
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
研
究
報
告
』
第
二
一
〇
集
、
二
〇
一
八
年
）。
以
下
、
仁
藤
説
と
略
す
。

（
3
）
栄
原
永
遠
男
「
飛
鳥
池
遺
跡
か
ら
み
た
七
世
紀
後
半
の
銭
貨
」・「
日
本
古
代
国
家
の

銭
貨
発
行
―
富
本
銭
か
ら
和
同
開
珎
へ
」（『
日
本
古
代
銭
貨
研
究
』）初
出
一
九
九
九
・

二
〇
〇
一
年
ほ
か
。

（
4
）
市
大
樹
「
木
簡
か
ら
み
た
飛
鳥
池
工
房
」（『
飛
鳥
藤
原
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、
二

〇
一
〇
年
）
が
議
論
を
整
理
し
て
い
る
。

（
5
）『
飛
鳥
藤
原
京
木
簡
一
』
六
三
号
木
簡
。

（
6
）
古
尾
谷
知
浩
「
古
代
の
鋳
銅
」（『
文
献
史
料
・
物
質
資
料
と
古
代
史
研
究
』
塙
書
房
、

二
〇
一
〇
年
）
初
出
二
〇
〇
八
年
。

（
7
）
吉
原
啓
「
天
武
・
持
統
・
文
武
天
皇
の
富
本
銭
発
行
」（『
万
葉
古
代
学
研
究
年
報
』
一
八
、

二
〇
二
〇
年
）。

（
8
）
市
大
樹
（
前
掲
註（
４
））
ほ
か
。

（
9
）「
大
極
殿
院
南
門
の
調
査
―
第
一
四
八
次
」（『
奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
八
』

二
〇
〇
八
年
）。

（
10
）
松
村
恵
司
「
藤
原
宮
の
地
鎮
遺
構
と
富
本
銭
」（『
坪
井
清
足
先
生
卒
寿
記
念
論
文
集

―
埋
文
行
政
と
研
究
の
は
ざ
ま
で
』
二
〇
一
〇
年
）。

（
11
）
宮
川
伴
子
「
道
昭
と
黄
文
連
本
実
」（『『
親
信
卿
記
』
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇

〇
五
年
）。

（
12
）『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
年
正
月
乙
巳
条
。

（
13
）『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
年
七
月
丙
辰
条
「
令
三

近
江
国
鋳
二

銅
銭
一

。」、
同
三
年
正
月
丙

寅
条
「
大
宰
府
献
二

銅
銭
一

。」、
同
月
戊
寅
条
「
播
磨
国
献
二

銅
銭
一

。」

（
14
）
現
存
銅
銭
の
鉛
同
位
体
比
分
析
に
よ
る
と
、初
期
に
鋳
造
さ
れ
た
和
同
開
珎
銅
銭
（
古

の
第
六
画
、「
珎
」
の
第
七
画
が
左
上
に
跳
ね
た
字
体
を
特
徴
と
す
る
。
出
土

事
例
が
長
岡
京
域
に
集
中
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
跳
和
同
は
延
暦
三
年
（
七
八

四
）
の
長
岡
遷
都
前
後
に
生
産
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
跳
和
同
の
生
産
は

称
徳
色
の
完
全
な
払
拭
、
な
ら
び
に
元
明
天
皇
（
天
智
天
皇
皇
女
）
が
発
行
し

た
和
同
開
珎
へ
の
回
帰
と
い
う
桓
武
天
皇
の
意
志
発
現
で
あ
り
、
そ
の
鋳
造
機

関
と
し
て
延
暦
九
年
に
鋳
銭
司
が
復
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

桓
武
朝
に
は
続
い
て
延
暦
十
五
年
（
七
九
六
）
に
隆
平
永
宝
が
発
行
さ
れ）

38
（

、

延
暦
九
年
復
置
の
鋳
銭
司
が
そ
の
生
産
を
担
当
し
た
と
み
ら
れ
る
。
現
段
階
で

は
桓
武
朝
の
鋳
銭
司
の
立
地
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
で
あ
り
、
今
後
と
も
跳
和

同
や
隆
平
永
宝
の
生
産
痕
跡
を
注
意
深
く
探
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
史
料
二
〇
】『
日
本
紀
略
』
弘
仁
七
年
（
八
一
六
）
七
月
戊
寅
条）

39
（

廃
二

鋳
銭
司
一

。

桓
武
朝
の
鋳
銭
司
は
嵯
峨
朝
の
弘
仁
七
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
そ
の
二
年
後
に

は
富
寿
神
宝
の
発
行
に
伴
っ
て
新
た
な
貨
幣
鋳
造
機
関
が
設
け
ら
れ
た
が
、
以

後
の
展
開
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

註
（
１
）
栄
原
永
遠
男
「
鋳
銭
司
の
変
遷
」・「
日
本
古
代
銭
貨
の
鋳
造
組
織
」（『
日
本
古
代
銭
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（
27
）
平
城
京
左
京
八
条
三
坊
九
坪
（『
平
城
京
左
京
八
条
三
坊
発
掘
調
査
概
報
―
東
市
周

辺
東
北
地
域
の
調
査
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
七
六
年
）、
難
波
京
細
工

谷
遺
跡
（『
細
工
谷
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
一
』
大
阪
市
文
化
財
協
会
、
一
九
九
九
年
）

な
ど
。

（
28
）
こ
の
他
、『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
七
年
十
一
月
廿
六
日
条
、
同
九
年
六
月
九
日
条
、

同
十
一
年
七
月
十
日
条
、
元
慶
五
年
六
月
朔
条
、
同
年
八
月
廿
日
条
に
も
一
連
の
関

係
史
料
が
見
え
る
。

（
29
）『
銭
司
遺
跡
』（
加
茂
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
六
年
）
ほ
か
。

（
30
）『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
一
五
―
二
八
下
。

（
31
）
松
村
恵
司
「
木
簡
か
ら
み
た
古
代
の
緡
銭
」（『
出
土
銭
貨
』
四
〇
、
二
〇
一
九
年
）。

（
32
）『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
四
年
三
月
丁
丑
条
、
天
平
神
護
元
年
九
月
丁
酉
条
。

（
33
）
宝
亀
三
年
八
月
十
二
日
太
政
官
奏
（『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十
年
八
月
壬
子
条
所
引
）「
永

止
二

旧
銭
一

、
全
用
二

新
銭
一

。」

（
34
）
正
倉
院
古
文
書
続
修
三
六
（『
大
日
本
古
文
書
』（
編
年
）
一
六
―
二
八
五
）。

（
35
）
山
下
秀
樹
・
吉
川
聡
「
生
駒
長
福
寺
本
堂
と
木
札
の
調
査
」（『
木
簡
研
究
』
三
九
、

二
〇
一
七
年
）。

（
36
）『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十
年
八
月
壬
子
条
「
宜
レ

聴
二

新
旧
同
レ

価
並
行
一

。」
宝
亀
三
年
（
七

七
二
）
に
新
銭
は
旧
銭
と
同
価
と
さ
れ
、
旧
銭
は
一
旦
停
止
さ
れ
た
が
、
同
十
年
に

旧
銭
の
使
用
が
再
び
認
め
ら
れ
、
以
後
は
旧
銭
・
新
銭
が
同
価
で
併
用
さ
れ
た
（
鎌

田
元
一
「
改
鋳
と
私
鋳
銭
―
奈
良
時
代
の
銭
貨
政
策
」『
律
令
国
家
史
の
研
究
』
塙

書
房
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
一
九
九
七
年
）。

（
37
）
永
井
久
美
男
「
日
本
古
代
銭
「
跳
和
同
」
と
長
岡
京
―
和
同
開
珎
の
再
鋳
銭
」（『
出

土
銭
貨
』
三
七
、
二
〇
一
七
年
）。

（
38
）『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
五
年
十
一
月
乙
未
条
。

（
39
）『
日
本
後
紀
』
逸
文
。『
類
聚
国
史
』
巻
百
七
・
鋳
銭
司
も
同
文
を
収
録
す
る
。

和
同
）
の
原
料
銅
産
地
は
一
箇
所
に
集
中
せ
ず
各
地
に
散
在
し
た
と
み
ら
れ
、
諸
国

で
の
鋳
造
を
示
す
史
料
と
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
齋
藤
努
『
金
属
が
語
る
日
本

史
―
銭
貨
・
日
本
刀
・
鉄
炮
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
。
高
橋
照
彦
「
理
化
学

的
分
析
と
考
古
学
か
ら
み
た
日
本
の
銭
貨
生
産
」（
齋
藤
努
編
『
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
研
究
叢
書 
３ 
青
銅
器
の
考
古
学
と
自
然
科
学
』
朝
倉
書
店
、
二
〇
一
八
年
）。

（
15
）
仁
藤
説
で
は
さ
ら
に
河
内
国
司
も
兼
帯
し
た
と
す
る
。

（
16
）『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
年
五
月
壬
寅
条
、
八
月
己
巳
条
。

（
17
）
今
村
啓
爾
『
日
本
古
代
貨
幣
の
創
出
―
無
文
銀
銭
・
富
本
銭
・
和
同
銭
』（
講
談
社
、

二
〇
一
五
年
）
初
出
二
〇
〇
一
年
ほ
か
。

（
18
）
正
倉
院
古
文
書
正
集
一
二
（『
大
日
本
古
文
書
』（
編
年
）
一
―
三
六
五
）。

（
19
）
た
だ
し
不
課
口
の
総
計
部
分
で
は
「
民
領
」、出
雲
臣
置
見
の
個
別
記
載
で
は
「
史
生
」

と
齟
齬
が
み
ら
れ
る
。

（
20
）
松
村
恵
司
『
日
本
の
美
術 

五
一
二 

出
土
銭
貨
』
至
文
堂
、
二
〇
〇
九
年
。
同
地
点

の
調
査
成
果
に
つ
い
て
は
、『
平
城
京
左
京
三
条
四
坊
七
坪
発
掘
調
査
概
報
』（
奈
良

国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
八
〇
年
）、
種
銭
工
房
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
永

井
久
美
男
「
古
代
出
土
銭
貨
の
鋳
造
資
料
―
鋳
造
関
連
資
料
に
よ
っ
て
新
た
な
展
開

へ
」（『
出
土
銭
貨
』
一
三
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
21
）
正
倉
院
古
文
書
正
集
三
五
（『
大
日
本
古
文
書
』（
編
年
）
二
―
一
五
〇
〜
一
）。

（
22
）
濱
崎
真
二
「
天
平
二
年
銘
木
簡
の
出
土
と
長
門
鋳
銭
司
跡
」（『
山
口
考
古
』
三
〇
、

二
〇
一
〇
年
）。

（
23
）
前
掲
註（
22
）
濱
崎
論
文
所
収
の
釈
文
を
写
真
に
よ
り
一
部
改
め
た
。
な
お
、
木
簡
の

保
存
処
理
が
行
わ
れ
た
後
に
、
史
料
九
以
外
の
未
公
表
木
簡
を
含
め
て
あ
ら
た
め
て

釈
文
が
公
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
24
）『
続
日
本
紀
』
養
老
六
年
二
月
戊
戌
条
、
同
年
九
月
庚
寅
条
。

（
25
）
栄
原
永
遠
男
「
日
本
古
代
国
家
の
銭
貨
発
行
」（
前
掲
註（
3
））。

（
26
）
竹
内
亮
「
日
本
古
代
の
銅
生
産
と
流
通
」（『
考
古
学
研
究
』
六
六
―
四
、二
〇
二
〇
年
）。


